
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  親子間の金銭の無償貸付け  

Ｑ：親子間でお金をただで貸したら、贈与

税がかかることもありますか？                               

  

Ａ：場合によっては、贈与税がかかること

もあります。 

【解説】 

金銭消費貸借契約には、利息付消費貸借契

約と無利息消費貸借契約がありますので、た

だでお金を貸すという契約は成立します。 

次に利息ですが、これについては、次のよ

うに取り扱われています。 

 ①利息の支払いに関する約定の定めがあるも

のは、その約定による利息とする。 

 ②①以外で商人間の取引である場合は、商事

法定利率(年６％)による。 

 ③①以外で商人間以外の取引である場合は、

民事法定利率(年５％)による。 

ところで、贈与についてですが、相続税法

では、対価を支払わないで又は著しく低い価

額の対価で利益を受けた場合には、その受け

た利益の価額に相当する金額をその受けさせ

た者から贈与により取得したものとみなして

贈与税を課税することとしています。 

したがって、原則としては、贈与税の対象

になるのですが、受贈額が少額であるときや

課税上弊害がないときには、強いて贈与税の

課税対象にしなくてよいこととしていますの

で、無償で貸付けをする場合には、この辺り

(返済の能力の有無、借入れの理由、返済が条

件どおり行われているか、経済的利益の額な

ど)がクリアできているかをよく検討してお

く必要があろうかと思います。 
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